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富士通では、ハードウェアから基盤ソフトウェア、アプリケーションいたるまで、量子コンピ

ューティングのすべての技術レイヤーの研究開発に、世界有数の研究機関と共に取り組んでいる。

ハードウェア技術では、超伝導量子コンピュータを理化学研究所と共同で開発を進めており、2023

年10月には理研RQC-富士通連携センターにおいて64量子ビットの量子コンピュータを発表した。

その一方、ダイヤモンドカラーセンターを用いた量子コンピュータの研究開発にオランダのデル

フト工科大学と共に 2020年から取り組んでいる。本講演では、その取り組みの概要を報告する。 

本技術においては、ダイヤモンドの NV（窒素・空孔対）センター、もしくは SnV（スズ・空孔

対）センターにおける電子スピンとその周辺の複数の核スピン（N や 13C）を量子ビットして利用

する。そのような電子スピンと周辺の複数の核スピンを 1 つの量子モジュールとし、複数のモジ

ュールを光配線で接続することにより大規模化量子コンピュータの実現を目指している[1]。さら

に図 1の模式図に示すように、複数の量子モジュールとそれらをつなぐ光配線（導波路）、量子ビ

ットの制御・読み出しのための制御エレクトロニクスを 1 つのチップに 3 次元集積することを目

標としている。実際 2024年の 2月には、デルフト工科大学のチームが、低温下に置かれた制御チ

ップによる NV センターの電子スピン

量子ビットの制御に成功した[2]。ま

た富士通においても、集積化のための

導波路・ビームスプリッターの開発

[3]や、ダイヤモンドチップのサファ

イヤ基板への接合技術の開発[4]など

に取り組んでいる。 

講演では上記に加え、より安定で発

光効率が高い SnV センター量子ビッ

トの光導波路との結合[5]や、SnV セ

ンターへのひずみ印加による発光波

長の制御[6]などについても報告する。 
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Figure 1. Blueprint for a scalable quantum computer based 
on color centers in diamond. 
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